
 

「環境保全のためのナノ構造制御触媒と新材料の創製」 
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「ナノ制御空間を有する均一系分子触媒の創製」 
 
１．研究実施の概要  

 本研究チームにおいては，ナノサイズに制御した触媒空間を構築し，これまでにない画期的な触

媒反応を実現することにより，地球環境への負荷を軽減し，地球環境を保全することを目的とする。

これまでに，剛直なデンドリマー部位を有するパラジウム触媒を用いることにより，触媒中心の会合，

凝集を防ぎ，触媒活性を飛躍的に向上させることに成功した。さらに，均一系における動的過程に

おいて分子認識能を有するイリジウムおよびロジウムナノサイズカプセル錯体の合成にも成功した。

本年度は，柔軟なデンドリマー部位を有する N ヘテロ環カルベン錯体を新規に合成することに成

功した。この錯体を触媒に用いることにより，デンドリマーの世代が上げるにつれて，触媒活性が向

上するという「正のデンドリマー効果」を見いだした。この現象は，ナノサイズ制御空間が触媒活性

向上に有効であることを示すものであり，極めて波及効果が高い発見と考えられる。 

 

２．研究実施内容  

 これまで報告したリンおよび窒素原子を供与中心として有する配位子は，せっかくナノ

サイズ配位子を合成し反応に用いても，配位子が触媒中心から解離し，ナノ分子触媒構造

が壊れる可能性がある。これに対し，N ヘテロ環（NHC）カルベン配位子は触媒中心への

配位力が強く解離しにくいことが知られている。我々は柔軟なデンドリマーとして知られ

ているベンジルエーテル型デンドリマー部位（G0～G3）を有する NHC 配位子前駆体を合

成することに成功した（1a から 1d：式 1）。さらに，これらを配位子として用いることに

より，対応するロジウム錯体（2aから 2d）の合成にも成功した（式 2）。 
 この錯体を触媒として用い，ケトンのヒドロシリル化反応を行ったところ，デンドリマ

ー構造を有しない 2e や 2f を触媒に用いたとき，その触媒活性は低かったが，デンドリマ

ー触媒はその世代が 0 次(G0) から 3 次 (G3) へ大きくなるに従い，触媒活性が向上する，

いわゆる「正のデンドリマー効果｝を見いだした。本反応においては，図 1 に示した 1dの

最適化構造が示しているように，カルベン中心とデンドリマー中の芳香環との相互作用が

重要であると考えられる。 



 

 

 



 

 

３．研究実施体制 

「辻」グループ 
①研究分担グループ長：辻 康之（北海道大学触媒化学研究センター、教授） 
②研究項目： 

1. 剛直および柔軟なデンドリマー部位を有するナノサイズ分子触媒の開発 

2. 半球型ナノサイズホスフィンを用いる分子触媒反応の開発 

3. カリックスアレーン部位を有するナノサイズ分子触媒の開発 

 

「溝部」グループ 
①研究分担グループ長：溝部 裕司（東京大学 生産技術研究所、教授） 
②研究項目：遷移金属多核構造を有するナノサイズ錯体の合理的合成とその機能開発 

 

「吉澤」グループ 
①研究分担グループ長：吉澤 一成（九州大学 先導物質化学研究所、教授） 
②研究項目：均一系分子触媒におけるナノサイズ効果発現の理論的研究 
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